
緑の流域治水特集 緑の流域治水 特集

「水害への安全・安心」「豊かな環境と恵みのある暮

らし」「若者が残り集う地域」「多世代による緑の流

域治水の達成」の４つのターゲットとした５つの研

究開発課題、10年後にめざす地域ビジョンを基に、

未来の地域を見据えたバックキャスト方式で研究

開発課題を設定したことが特徴的です。

2020年7月、コロナ禍の中で大水害に見舞わ

れた球磨川流域。災害後においても、持続的な地

域を構築するために、代表機関である熊本県立大

学、幹事自治体・熊本県、幹事企業・肥後銀行の体

制で、「緑の流域治水」を中心的な解決策として

“復興”という課題に取り組み、産官学の地域共創

拠点をつくり、解決を図るのがこの地域共創拠点

です。ポストコロナ次代を見据え、10年後の球磨

川流域のあり方を、安全・安心な社会、緑の流域治

水の技術や進め方、豊かな環境や風景の恵み、産

業創生、多様な世代の社会参画などの実践を通し

て拠点を形成します。

「緑の流域治水を核とした、大災害後も安全・安

心に住み続けられ、豊かな環境と若者が残り集う

持続可能な地域の実現」をビジョンにし、それに

基づいた４つのターゲットを具体的に設定しま

した。ターゲットを達成するためにそれらを再構

築し、５つの研究開発課題を産官学の連携により

実施します。
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従来の治水

リスクマネジメント リスク＋持続的で豊かな地域（SDGs）のマネジメント

データ：loT
面的な水位データ／面的な土壌水分量
地下構造、洪水波の時間変化、４次元計画
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本流と主要支援の水位

●集めない　
●早く流さない
●氾濫しても甚大な
　被害を出さないどの場所で何をするか

２次元的な計画

「緑の流域治水」とは？
流域全体を対象に、流域抑制、氾濫流のコントロール、土地利用規制など、建造物などのハード面だけで

なく、ソフト面での対策も充実させる新しい考え方の治水対策を「流域治水」といいます。すべての場所

を対象とするため、地域との協働により実施することが求められます。「緑の流域治水」はこの対策に環

境的な視点を組み込んだもので、持続的な地域づくりや環境保全にもつながる治水対策です。

●山地　●畑　●水田　●公園
●農地　●グランド　●学校
●住宅　●道路　

●山地　●畑　●水田　●公園　●農地　
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●流域抑制
●氾濫流のコントロール
●土地利用マネジメント

流域全てを対象とした治水

ハード
技術＋

持続的な地域づくり
●美しい風景・豊かな自然
●豊かな経済
●参加型の取り組み

ハード技術
●ダム　●遊水地　●河川改修（堤防、拡幅、掘削）
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球磨川流域の持続的発展を

めざし、地域ビジョンを

達成するための

研究開発課題。

地域
ビジョン

地域ビジョンからの
ターゲット 研究課題

研究開発課題1：治水技術研究

「緑の流域治水』技術の開発

研究開発課題２：環境・計画研究

ボトムアップ型統合計画と環境再生

研究開発課題３：ＤＸ研究

DXにつながるスマート流域治水、
安全避難システムの実施

研究開発課題４：産業創生研究

「緑の流域治水」と連動した
サスティナブルな産業創生

研究開発課題５：パートナーシップ研究

パートナーシップによる
「緑の流域治水」の推進地域共創の場：ビジョンを作成するための会議

地域共創の場

水害に安全・安心な地域

豊かな環境と
恵みのある暮らし

若者が残り集う地域

多世代共創による
「緑の流域治水」の達成
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特集　緑の
流域治水
JST(国立研究開発法人科学技術振興機構)から、令

和３年度共創の場形成支援プログラム・ 地域共創分

野の公募がありました。多数の応募の中、熊本県立

大学を代表機関とする「流域治水を核とした復興を

起点とする持続社会」地域共創拠点が本格型の10年

間のプロジェクトとして採択されました。

本学はこの拠点の代表機関として、SDGsやウィズ/

ポストコロナ時代をふまえた未来の地域社会のあ

るべき姿を構想し、拠点の様々な研究や活動を通し
て、被災地の復興と球磨川流域の持続的発展に寄与

することを目指していきます。
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